























































五代梁唐晉漢周。 五代 梁・唐・晋・漢・周。 




















































































































































































































































































































































列国将侯 匪人不定 国命未喪 其人則應 敗兵猶戦 匪奇不勝 兵勢靡常 惟将之興 矯矯安平 諸田宗英 
斉地瓦解 燕師鼓行 傳鉄金鴨 焼牛鑿城 定彼望諸 変鯢化鱗 視此騎劫 名孫与嬰 復城七十 千古垂名 
      『七国春秋書』巻中･十葉a･有田単廟賛 
 
列国將侯 匪人不定  国命未喪 其人則應  敗兵猶戦 匪竒不勝  兵勢靡常 惟將之興 矯矯安平 諸田宗英 
斉地瓦解 燕師鼓行  傳鉄全鴨 焼牛鑿城 定彼望諸 変鯢化鱗 視此騎刼 名孫与嬰  復城七十 千古垂名 
      『事林廣記』丙集巻下･聖賢類･武廟從祀･田単 
 
19「全相平話」五種全般について、基づく史書を考察した先行研究として、たとえば、前掲注３氏岡氏の論文や、盧世華
『元代平話研究―原生態的通俗小説』（中華書局、二〇〇九年）第二章第二節「一 抄襲史書:『五代史平話』」がある。 
27 
 
 
本稿では、『五代史平話』に挿入される詩を取り上げ、典拠を示してきた。一章には『梁史
平話』に引く詩を取り上げた。その句「相い逢えども飲まず空しく帰り去らば」は、『能改斎
漫録』によると李敬方の作として人口に膾炙していたと推定される。二章には『周史平話』に
引く陳摶に関する詩を取り上げた。かかる詩は陳摶作として複数の類書に転載されている。三
章には『唐史平話』にみえる冊文を取り上げた。王安石の冊文に基づく箇所である。王安石の
冊文は『古今事文類聚前集』や『宋文鑑』にも収録されており、一致する文量に照らすと、『唐
史平話』の該当箇所は『古今事文類聚前集』に基づくと推察した。「平話」を冠する「全相平
話」五種のひとつ『春秋後集』についても、三章で触れた。挿入される廟賛が『事林広記』の
廟賛に基づくと考えられるほか、「黄金臺賦」が『文苑英華』に収録される作品に着想を得た
可能性を指摘した。 
一章から三章の考察をふまえて述べうるのは、『梁史平話』や『周史平話』の挿入詩、ある
いは『唐史平話』の冊文など、先行する詩文に基づく例が『五代史平話』にみえる点である。
『能改斎漫録』の引用詩を『梁史平話』が直接引用したと断言することはできず、『古今事文
類聚』の挿入詩を『周史平話』が直接引用した確証もない。しかし、『梁史平話』や『周史平
話』は、類書にみえる人口に膾炙した詩句を挿入し、一場面に花を添えている。『唐史平話』
では、王安石の冊文に基づきつつも、物語の舞台に合わせて元号や人物に変更を加え、該当箇
所の上奏文を叙述している。 
『五代史平話』の典拠に関しては、これまで『資治通鑑綱目』がその主たるものとして論じ
られてきた。本稿では挿入詩を中心に取り上げ、その典拠となりうる類書や叢書を示し、『五
代史平話』が成立するうえで、史書以外の書が利用された可能性を指摘した。今回取り上げな
かった『五代史平話』の挿入詩や叙述のなかにも、先行する詩文に基づく箇所が残されている
のではないかと期待される。今後はそれらの調査と考察を行い、『五代史平話』の成立時期や
成書にかかる出版文化について、さらに考察を深めていくことを目的としたい。 
 
